日本建築法制会議 第６５回 総会 議事録

日　時：　２０１３年１月２１日（月曜日）１３時３０分～１６時

場　所：　東京都中央区京橋２丁目６番７号　京橋区民館２号室洋室

出席者：　９名（敬称略・50音順）
山東和朗 、 竹川忠芳 、辻 英一、辻村正美 、平松朝彦 、眞柄榮毅 、 
室田達郎 、 山田利行 、柳澤孝次
· 主な配布資料（敬称略）

〇配布資料（大山　宏）

・「耐震基準：適合ビル４割　８１年改正前建築　診断義務化へ」、

毎日新聞、2013年1月15日
・「出版記念シンポジウム　アカデミズムは原発災害にどう向き合うのか

　　　　福島大学原発災害支援フォーラム（ＦＧＦ）×東京大学原発災害支援フォーラム（ＴＧＦ）

　　　　、２０１３年2月11日、10時～18時30　会場、東京大学本郷キャンパス法文２号館
・「シンポジウム「沖縄の声」を聞く、平成25年1月22日　専修大学神田キャンパス
・【一票の格差】裁判に注目、日本建築法制会議ホームページ掲示板への書き込み情報より
　　　　　　　　　　　　　　　http://kentikuhousei.bbs.fc2.com/
・「定数訴訟―「無効」の備え欠く国会、朝日新聞社説、２０１３年1月9日

・「原発訴訟について最高裁が協議会を開いたことの意味を問う、梓澤和幸、

ＮＥＷＳ　for the people Japan、 2012年１１月6日
・「推進、反対の政権にかかわらず、「原発ゼロ」は不可避の現実だ、田坂広志、

週刊ダイヤモンド、２０１２年11月10日号
・「原子力委：高レベル放射性廃棄物処分、暫定保管へ転換提言」、

毎日新聞、2012年　11月27日

・「トンネル崩落：中日本高速、米事故後も対応取らず」、毎日新聞、2012年12月11日
⇒　米国の事故は２００６年7月マサチューセッツ州ボストンの高速道路の吊り天井式
　　トンネルで発生。　最上部のコンクリート内壁からつった鋼材で支える天井板（1枚

２トン）１０枚が落下、　原因は、内壁に穴を開けて流し込んだ樹脂接着剤で留めたアンカーボルトが天井板の重みに耐え切れず次第に抜けたためとし、施工不良や点検不備を指摘した。

⇒　引張系の後施工アンカーに樹脂接着剤を使うことは建築の分野では無い。
⇒　トンネルコンクリートが劣化ならば“コーン破壊”するが、今回の事故ではそのような事象は無く、アンカーボルトが抜けていた。

⇒　塩野七生の“ローマ人の物語」に語られているように、ローマ帝国の総延長８万ｋｍ

　　の道路事業を思い起こす

⇒　スエーデンでは維持管理費を認めて予算づけをしている。さらに、毎月、修繕積立金としてかなりの家賃を払っている。

⇒　日本では、今後、ますます人間が住む基盤づくりを重点化させて、どこを維持管理するかをメリハリつけて予算付けすることが一層重要になってきている。
・「トンネル崩落中央部で「連鎖」で示すボルト見つかる」毎日新聞2012年12月14日

・「笹子トンネル天井落下事故対応に思う」、神田順、構造家コラム、2012年12月14日
・「二次部材で人が死んだ、重い天井板崩落」、日経ＢＰ社、2012年12月5日

・「日建連／災害対応は「社会的使命」／新企業行動規範を策定、13年4月発効」、

日刊建設工業新聞、2012年11月7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・「ＪＳＣＡ／適判制度で国交省に改善要望提出／審査内容限定や事前協議の制度化を」、
　、日刊建設工業新聞、2012年11月22日

⇒　現状の適判員は常勤化している。

本来のPeer CHECKシステムが現状ではかなりの温度差があるようだ。、

・「ＪＩＡ横浜大会／良質な街づくり実現／日本版ＣＡＢＥ，芦原会長がたたき台」、

建設通信新聞、2012年11月30日
・「国交省実態調査／建築設備士、活用進まず／地域偏在、事務所配置が理由」、

建設通信新聞、2012年11月26日

・「風力発電の構造強度審査／電事法に一本化／経産省が検討」、

建設通信新聞、2012年12月5日

・「日建連が事業活動方針／２委員会を新設／インフラ再生、住宅に対応」、
　　　　　　　　　　　　　　　　　     　建設通信新聞、2012年11月6日

・「【土木遺産】山生橋梁が選ばれたＪＲ千葉に認定書」、土木学会、2012年11月27日
・「危険急傾斜地：広島市が宅地造成許可　「　法規制なく」、2012年11月4日
・「生活再建より公共事業　三陸沿岸道、巨大な実験施設」、東京新聞、2013年1月1日

・「復興予算　被災確認せず住宅支援」、東京新聞、2012年11月6日

・「住宅解体申請足踏み　改修か取り壊しか、悩める被災者　石巻」、

河北新報、2012年11月19日

・「分譲マンション　豊島区条例可決」、東京新聞、2012年12月21日
・「法制審部会／被災マンション法改正へ中間まとめ／住民の8割合意で解体可能に」、
日刊建設工業新聞、2012年11月6日

・「これが新・国立競技場　夏季五輪招致へ、デザイン発表」、

朝日新聞、2012年11月19日

〇配布資料（辻　英一）

・「構造計算書で使用される電算プログラム」、辻　英一、ＭＡＹ　７，２００８

⇒　適判機関では解析ソフトに関する入力値の適否をポイントにおいて審査している
⇒“設計値の妥当性を検証では”誤差論“的なことを議論していることが多い。
構造設計が工学的判断において妥当であるかどうかが大切である。
・「【深層】接着系アンカー劣化で天井板崩落か　笹子トンネル事故で３５年経過後の引張耐力が焦点」、日経コンストラクション、２０１２年12月26日

・「悲劇のビル重なる落ち度、　設計不備・ずさん許可・手抜改修　ＮＺ地震で報告」、　　　　　　　　　　　　　　　

朝日新聞、　2012年12月11日

・「たそがれの「脱官僚」」、朝日新聞、２０１２年12月15日

・「お飾り審議会変えよう　民主主義　ここから」、デービッド・ノーミントン、

朝日新聞、2012年12月14日
⇒図書回覧：「１００１の出来事でわかる世界史」、ダン・オトウール、

発行　日経ナショナルジオグラフィック社
〇配布資料（山田利行）

・「シンポジウム：建設産業の発展に向けてーその競争戦略をどう考えるか」、
平成25年2月26日、場所　早稲田大学西早稲田キャンパス６３号館
・「建設産業の新たな発展に向けてー失われた１５年における建設市場の変化と企業の対応から考える」、五十嵐健、建設産業史研究会、２０１３年1月18日　　

⇒資料回覧「小出裕章　講演会　３．１１福島第一原発事故　２周年を迎えて　事故で明らかになったこと」、２０１３年2月24日、　船橋市勤労市民センター

〇配布資料（真柄栄毅）

・「幸せな「在宅ひとり死」に向けて、上野千鶴子、新潟日報、２０１３年1月4日
・「２０３５年「単身世帯」４割に迫る」、朝日新聞、２０１３年1月19日
・「ＮＨＫスペシャル終（つい）の住処（すみか）はどこに　老人漂流社会」、
　　　　　　　　　　　　　　２０１３年1月２０日　午後9時30分～9時49分
・「記者有論　地震予測地図　もっと活用方法の工夫を」、瀬川茂子、朝日新聞、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０１３年1月11日
・「ゆっくりすべり」でも地震」、朝日新聞、201３年１月1０日

・「巨大地震に新タイプ　海洋機構スパコンで再現」、新潟日報、2013年1月10日
・「地表の「ずれ」も脅威　活断層対策「揺れ」だけじゃない」

朝日新聞、2013年1月14日

・「活断層難しい見極め　原発敷地内の調査進む」、朝日新聞、2012年11月29日

・「Ｍ８余震起きる警告」、朝日新聞、2012年12月8日

・「放射線の状況について」、千葉市、平成23年11月

⇒図書回覧　：「夜と霧 Ein Psychologe Erlebt das Konzentrationslager」、
著者　Viktor E. Frankl , 訳者　池田香代子訳　、

みすず書房、2012年12月7日,２１刷発行
 

